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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排ガスを一端から流入させかつ他端から流出させるケーシング（１２）内に配置される
微粒子捕捉用フィルタ装置（１４)を有する微粒子捕捉部（１６）と、前記フィルタ装置
に配置した加熱部材（２４ａ，２４ｂ）を誘導加熱することにより、このフィルタ装置に
捕捉された微粒子を燃焼させてこのフィルタ装置を再生するフィルタ再生部(２２)とを有
する排ガス浄化装置であって、
　前記ケーシング（１２）の一方の端部に隣接して配置された誘導加熱用ワーキングコイ
ル（２０）と、
　前記ケーシングからワーキングコイルを超えて延設され、前記ケーシングの一端と他端
とを通る軸方向に沿って移動可能な可動フレーム（３０）とを備え、
　前記フィルタ装置（１４）は、この可動フレームに連結される連結部（２６，２８)と
、この連結部に保持されるフィルタ部材（２４）とを有し、前記ワーキングコイル内を通
過するときに、前記加熱部材（２４ａ，２４ｂ）が連続的に誘導加熱され、フィルタ部材
（２４）が捕捉した微粒子を燃焼させることを特徴とする排ガス浄化装置。
【請求項２】
　更に、前記ワーキングコイルが外周部に巻回される支持枠（１８）を備え、この支持枠
は、セラミック材料により、前記ケーシング（１２）よりも小径でかつフィルタ部材（２
４）よりも軸方向長さの短い円筒状形状に形成されることを特徴とする請求項１に記載の
排ガス浄化装置。
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【請求項３】
　前記可動フレーム（３０）は、前記支持枠（１８）および排気管（６）に対してそれぞ
れ伸縮継手（３６）を介して接続されることを特徴とする請求項２に記載の排ガス浄化装
置。
【請求項４】
　前記フィルタ装置（１４）は、金属繊維を焼結させて形成した焼結不織布製フィルタ（
２４ａ）を有し、この焼結不織布製フィルタが前記加熱部材を兼用することを特徴とする
請求項１から３のいずれか１つに記載の排ガス浄化装置。
【請求項５】
　排ガスを一端から流入させかつ他端から流出させるケーシング（１２）内に配置され、
微粒子捕捉用フィルタ部材（２４）を有するフィルタ装置（１４）を再生するため、この
フィルタ装置に設けられた加熱部材（２４ａ，２４ｂ）を誘導加熱することにより、前記
フィルタ装置のフィルタ部材（２４）が捕捉した微粒子を燃焼させるフィルタ再生装置で
あって、
　前記ケーシング（１２）の一方の端部に配置された誘導加熱用ワーキングコイル（２０
）と、
　前記ケーシング（１２）からワーキングコイル（２０）を超えて延設され、前記ケーシ
ング（１２）の一端と他端とを通る軸方向に沿って移動可能な可動フレーム（３０）とを
備え、
　この可動フレーム(３０）は、前記ワーキングコイル（２０）を超えてこのワーキング
コイルの外側に延設される前記フィルタ装置の延長部（２６）を保持し、前記ワーキング
コイル（２０）を通過するときに、このフィルタ装置（１４）に配置した加熱部材（２４
ａ，２４ｂ）の対応する部位を連続的に誘導加熱することにより、フィルタ部材（２４）
が捕捉した微粒子を燃焼させることを特徴とするフィルタ再生装置。
【請求項６】
　更に、前記ワーキングコイル（２０）が外周部に巻回される支持枠（１８）を備え、こ
の支持枠は、セラミック材料により、前記ケーシング（１２）よりも小径でかつフィルタ
部材（２４）よりも軸方向長さの短い円筒状形状に形成されることを特徴とする請求項５
に記載のフィルタ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディーゼル機関、ボイラあるいは焼却炉等の排ガス中の微粒子を除去する排
ガス浄化装置およびフィルタ再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディーゼル機関から排出される粒子状物質（Particulate Matter）は、肺がん、喘息あ
るいはアレルギーを引き起こす原因として、自動車用の種々の形式のディーゼル排気微粒
子フィルタ（ＤＰＦ）が開発されている。一方、船舶用のディーゼル機関では、硫黄分の
多い燃料油が使用されるため、自動車に用いられている酸化触媒とセラミックフィルタと
の組合せによる、粒子状物質すなわち微粒子の捕捉、低温燃焼・除去という技術の適用が
困難である。
【０００３】
　このため、本願発明者は、ＷＯ２００４／０５９１３５に記載されているように、排ガ
ス中の微粒子を捕捉するフィルタユニットをセラミック製の円筒状ハウジング内に収納し
、このハウジングの外周部に巻回したワーキングコイルに高周波インバータから高周波交
流を通電することにより、交番磁束を発生し、この磁束の変化によってハウジング内に収
納されたフィルタユニットの金属製加熱部材に渦電流を誘起して、フィルタユニット自体
を高温に発熱させて、捕捉した微粒子を燃焼させる排ガス中の微粒子除去装置を開発した
。
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【発明の開示】
【０００４】
　このような微粒子除去装置にあっては、燃料性状に左右されることなく、長期間にわた
って微粒子を効率よく捕集および再生可能で、その長い使用寿命を有する点で極めて有益
なものではあるが、フィルタユニットを収納するハウジングの外周部には、フィルタユニ
ットの全長にわたってワーキングコイルを巻回する必要がある。このような誘導加熱用の
ワーキングコイルを巻回するハウジングは、交番磁束の変化によって発熱しないようにす
るため、セラミック等の非磁性材料で形成する必要がある。このようなセラミック材料は
、その性質上、脆く、特に、長手方向に長い円筒状形状に形成する場合等のように大型化
すると、振動等によるひび割れを発生する可能性が高まる。
【０００５】
　本発明は、このような事情に基づいてなされたもので、誘導加熱用のワーキングコイル
を巻回する非磁性部材を大型化することなく、大量の排ガスを浄化処理可能な排ガス浄化
装置およびフィルタ再生装置を提供することを目的とする。
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明によると、排ガスを一端から流入させかつ他端から流
出させるケーシング内に配置される微粒子捕捉用フィルタ装置を有する微粒子捕捉部と、
前記フィルタ装置に配置した加熱部材を誘導加熱することにより、このフィルタ装置に捕
捉された微粒子を燃焼させてこのフィルタ装置を再生するフィルタ再生部とを有する排ガ
ス浄化装置であって、前記ケーシングの一方の端部に隣接して配置された誘導加熱用ワー
キングコイルと、前記ケーシングからワーキングコイルを超えて延設され、前記ケーシン
グの一端と他端とを通る軸方向に沿って移動可能な可動フレームとを備え、前記フィルタ
装置は、この可動フレームに連結される連結部と、この連結部に保持されるフィルタ部材
とを有し、前記ワーキングコイル内を通過するときに、前記加熱部材が連続的に誘導加熱
され、フィルタ部材が捕捉した微粒子を燃焼させる排ガス浄化装置が提供される。
【０００７】
　更に、前記ワーキングコイルが外周部に巻回される支持枠を備え、この支持枠は、セラ
ミック材料により、前記ケーシングよりも小径でかつフィルタ装置よりも軸方向長さの短
い円筒状形状に形成されること好ましい。
【０００８】
　前記可動フレームは、前記支持枠および排気管に対してそれぞれ伸縮継手で接続される
ことが好ましい。
【０００９】
　前記フィルタ装置は、金属繊維を焼結させて形成した焼結不織布製フィルタを有するこ
とにより、この焼結不織布製フィルタで前記加熱部材を兼用することも可能である。
【００１０】
　更に、本発明によると、排ガスを一端から流入させかつ他端から流出させるケーシング
内に配置され、微粒子捕捉用フィルタ部材を有するフィルタ装置を再生するため、このフ
ィルタ装置に設けられた加熱部材を誘導加熱することにより、前記フィルタ装置のフィル
タ部材が捕捉した微粒子を燃焼させるフィルタ再生装置であって、前記ケーシングの一方
の端部に配置された誘導加熱用ワーキングコイルと、前記ケーシングからワーキングコイ
ルを超えて延設され、前記ケーシングの一端と他端とを通る軸方向に沿って移動可能な可
動フレームとを備え、この可動フレームは、前記ワーキングコイルを超えてこのワーキン
グコイルの外側に延設される前記フィルタ装置の延長部を保持し、前記ワーキングコイル
を通過するときに、このフィルタ装置に配置した加熱部材の対応する部位を連続的に誘導
加熱することにより、フィルタ部材が捕捉した微粒子を燃焼させるフィルタ再生装置が提
供される。
【００１１】
　本発明の排ガス浄化装置によると、微粒子を捕捉する微粒子捕捉部と、捕捉した微粒子
を誘導加熱により燃焼させてフィルタ装置を再生するフィルタ再生部とを排ガスの流れ方
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向に沿って併置し、フィルタ再生部を通過するときにフィルタ装置を誘導加熱して再生す
ることができるため、フィルタ装置の大型化と、ワーキングコイルおよびこのワーキング
コイルを支える支持枠の小型化とが同時に実現される。
【００１２】
　また、ワーキングコイルを巻回する支持枠をケーシングよりも小径でかつフィルタ装置
よりも軸方向長さの短い円筒状形状に形成することにより、支持枠を更に小型化しつつ誘
導加熱時の磁束漏れを少なくして、効率よく誘導加熱することができ、ワーキングコイル
は、支持枠を形成するセラミック材料の耐熱性により、このときに発生する熱から確実に
保護される。
【００１３】
　伸縮継手により、可動フレームを支持枠および排気管に対して接続する場合には、配管
中に接続した状態でフィルタ装置を効率よく再生することができる。
【００１４】
　更に、本発明のフィルタ再生装置によると、フィルタ装置を内部に配置したケーシング
の一端に、誘導加熱用ワーキングコイルを巻回した支持枠を配置し、このワーキングコイ
ルを通過するときにフィルタ装置を誘導加熱して再生することができるため、大型のフィ
ルタ装置を用いる場合であっても、ワーキングコイルおよびこのワーキングコイルを支え
る支持枠を大型化する必要がなく、コンパクトかつ耐久性のあるフィルタ再生装置を形成
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の好ましい実施形態による排ガス浄化装置の説明図である。
【図２】図１の排ガス浄化装置を再生するときの説明図である。
【図３】排ガス浄化装置に用いるフィルタ装置を示し、（Ａ）は内部構造を示す部分断面
図、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１から図３は、本発明の好ましい実施形態による排ガス浄化装置１０を示す。この排
ガス浄化装置１０は、例えば船舶の主機あるいは補機用のディーゼル機関、ボイラ、ある
いは廃棄物焼却炉等の図示しない排ガス発生源から排出される排気ガス中から粒子状物質
すなわち微粒子を除去するために用いられる。
【００１７】
　この排ガス浄化装置１０は、排ガス発生源の排気口に図示しないフレキシブルホースを
介して接続される機側排気管８と、外気に連通する外気側排気管６との間に配置され、流
入した排ガスＧ１から微粒子を除去した後、クリーンな排ガスＧ２として、外気側排気管
６に排出する。
【００１８】
　この排ガス浄化装置１０は、円筒状の鋼製ケーシング１２内に排ガス中の微粒子を捕捉
するフィルタ装置１４を配置して形成した微粒子捕捉部１６と、このケーシング１２の出
口側端部に取付けられた非磁性耐熱材料製支持枠１８に誘導加熱用ワーキングコイル２０
を巻回して形成したフィルタ再生部２２とで形成されている。
【００１９】
　微粒子捕捉部１６のケーシング１２は、小径側の入口側端部が、機側排気管８にフラン
ジ結合されたホーン４の大径側端部にフランジ結合されており、機側排気管８から送られ
る排ガスＧ１は、ホーン４で減速されてこのケーシング１２内に送込まれる。このケーシ
ング１２内に送込まれた排ガスＧ１は、フィルタ装置１４を通過する間に微粒子を除去さ
れる。
【００２０】
　図３に示すように、ケーシング１２の内部に配置されたフィルタ装置１４は、多数のパ
ンチ孔を形成した円筒状の保持枠２４ａの外周に沿って、金属繊維を焼結させて形成した
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焼結不織布製フィルタ２４ｂを装着した全体的に円筒状構造のフィルタ部２４を有する。
このフィルタ部２４の保持枠２４ａはホーン４側の端部が閉じられ、他端側が開口してい
る。フィルタ装置１４は、この開口した他端側から円筒状の延長部２６を軸方向に延設し
、この延長部２６の先端に形成した半径方向外方フランジ２８の取付孔２８ａを介して、
後述する可動フレーム３０に取付けられる。これらの保持枠２４ａ、延長部２６およびフ
ランジ２８は、後述する可動フレーム３０に連結される連結部として機能し、例えばステ
ンレス鋼等の非磁性金属で形成するのが好ましい。
【００２１】
　通常、このフィルタ装置１４は、フィルタ部２４をケーシング１２内に収納した状態に
配置される（図１参照）。機側排気管８から送られる排ガスＧ１は、フィルタ部２４の外
周側から半径方向内方に向けて流入する。焼結不織布製フィルタ２４ｂに作用する排ガス
Ｇ１の圧力は、保持枠２４ａで支えられ、この焼結不織布製フィルタ２４ｂを排ガスの圧
力から保護する。
【００２２】
　本実施形態では、この焼結不織布製フィルタ２４ｂは、ベカルトアジア東京支店から「
ベクラリ」の商品名で入手可能な金属繊維で形成してある。この金属繊維は、平均値とし
てＣｒを１９．５０重量％、Ａｌを４．５５重量％、Ｙを０．２５重量％、残部のＦｅを
主要成分として含む磁性体であり、最高使用温度が１０００℃である。このような金属繊
維を焼結させた焼結不織布製フィルタ２４ｂは、通常、６０～８５％の高い空隙率を持ち
、低圧力損失でありながら高い透過流量が得られる。この金属繊維の焼結品を、ステンレ
ス粉末の焼結品と比較した場合、ろ過粒度４μｍのとき、約１４倍の水の透過流量が得ら
れる。
【００２３】
　このような金属繊維の焼結不織布製フィルタ２４ｂは、排ガス中から三次元的に異物を
取り込むことができ、排ガス中からの優れた異物捕集能力を持つ。更に、セラミックに比
して耐熱性、機械的強度に優れ、硫化物に対する耐腐食性も有している。したがって、大
きな振動を受ける舶用ＤＰＦのフィルタとして好適に用いることができる。
【００２４】
　図１に示すように、このようなフィルタ装置１４は、フィルタ部２４がケーシング１２
内に配置されたときに、延長部２６がワーキングコイル２０の支持枠１８を超えてフィル
タ再生部２２の外方に延設され、フランジ２８を介して可動フレーム３０で保持されてい
る。
【００２５】
　この可動フレーム３０は、フィルタ装置１４の連結部を形成するフランジ２８の外周部
に、例えば取付孔２８ａを介して所定の間隔で配置された複数のガイドレール３２を有す
る。これらのガイドレール３２は、一端をフランジ２８に固定され、ケーシング１２に一
体に固定されたガイド部３４で移動可能に支えられている。これらのガイドレール３２は
、フランジ２８を介してフィルタ装置１４を片持ち状に保持すると共に、ケーシング１２
の入口側および出口側の端部を結ぶ軸方向に沿って、前後方向に移動することができる。
【００２６】
　このようにフィルタ装置１４を保持する可動フレーム３０は、フィルタ再生部２２の支
持枠１８および外気側排気管６に対して、それぞれ伸縮継手３６を介して接続されている
。本実施形態の伸縮継手３６は、ベロー状の伸縮管で形成してあり、フィルタ装置１４の
フランジ２８と支持枠１８との間、およびフランジ２８と外気側排気管６との間にフラン
ジ止めされている。これらの伸縮継手３６は互いに対向する側のフランジ部３７をフィル
タ装置１４のフランジ２８とほぼ等しい大きさに形成してあり、フランジ２８と共に可動
フレーム３０のガイドレール３２に固定されている。
【００２７】
　通常、このような可動フレーム３０は、図１に示すように、ガイドレール３２を機側排
気管８の方向に移動し、ハウジング１２に近接させて配置し、フィルタ装置１４のフィル
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タ部２４を微粒子捕捉部１６すなわちケーシング１２内に配置した排ガス浄化位置に保持
する。機側排気管８から流入した排ガスＧ１は、焼結不織布製フィルタ２４ｂで微粒子を
捕捉され、微粒子を除去された後に、クリーンな排ガスＧ２としてフィルタ装置１４の延
長部２６内から伸縮継手３６を介して外気側排気管６に送られる。
【００２８】
　フィルタ装置１４に多量の微粒子がトラップされ、入口側と出口側との圧力差が、例え
ば４ｋＰａである予め設定した値以上となると、図示しない高周波電源からワーキングコ
イル２０に高周波電流を通電し、フィルタ装置１４の再生を行う。この圧力差の値は、デ
ィーゼル機関、ボイラあるいは焼却路等の通常運転の効率を低下させない程度の大きさに
設定するのが好ましい。
【００２９】
　図２は、このようにフィルタ装置１４の入口側と出口側との圧力差が設定値を超え、こ
のフィルタ装置１４の再生が必要となったときに、このフィルタ装置１４を再生する再生
工程を示す。このようなフィルタ装置１４を再生するときは、排ガスＧ１の供給を止め、
あるいは、並列に配置した他の排ガス浄化装置（図示しない）に切換える。そして、図２
に示すように、上述の可動フレーム３０により、フィルタ装置１４を外気側排気管６側に
移動し、このフィルタ部２４を、ワーキングコイル２０に通電した状態のフィルタ再生部
２２内を通過させる間に、捕捉された微粒子を誘導加熱により燃焼させ、フィルタ装置１
４を再生する。このフィルタ装置１４の再生工程は、１回の往復移動で微粒子を燃焼除去
することが好ましいが、複数回にわたって行ってもよい。いずれの場合も、微粒子を燃焼
させてフィルタ部２４を再生した後、可動フレーム３０は、フィルタ装置１４を図１に示
す排ガス浄化位置に復帰させる。この可動フレーム３０の移動は、手動とすることも可能
であるが、電動式、空圧式、液圧式あるいはこれらを組合わせによる種々のアクチュエー
タを用いることが好ましい。
【００３０】
　本実施形態のフィルタ再生部２２は、誘導加熱用ワーキングコイル２０を支える支持枠
１８を、例えば窒化ケイ素等のセラミック材料で円筒状形状に形成してあり、その内径は
フィルタ装置１４のフィルタ部２４および延長部２６との間に僅かな間隙を形成する大き
さで、外径はケーシング１２よりも小さくすることが好ましい。このように内外径の小さ
な円筒状形状とすることにより、ワーキングコイル２０をフィルタ装置１４の外周側で近
接した位置に配置することができ、誘導加熱時の磁束漏れを少なくすることができる。ま
た、この支持枠１８の軸方向寸法は、誘導加熱に必要なワーキングコイル２０を巻回でき
るものであれば適宜の大きさに設定することが可能であるが、いずれの場合も、フィルタ
装置１４よりも軸方向長さの短い小型でかつ軽量構造とすることができる。特に、このよ
うに支持枠１８の軸方向長さが短くなることにより、脆い材質のセラミック材料であって
も、ひび割れ等の損傷の発生を抑制することができ、コンパクトで耐久性のある構造とす
ることができる。
【００３１】
　この非磁性耐熱材料製支持枠１８の外周部に巻回するワーキングコイル２０は、例えば
リッツ線あるいは中空構造の細径金属管で形成してある。このワーキングコイル２０に、
高周波インバータを備えた高周波電源（図示しない）から例えば約１５～１００ＫＨｚの
範囲が好ましい高周波電流を供給する。ワーキングコイル２０に供給する高周波電流の周
波数は、１５ＫＨｚよりも低すぎると可聴音が発生し、逆に１００ＫＨｚよりも高すぎる
と表皮効果により、ワーキングコイル自体の抵抗が増大し効率よく誘導加熱することが難
くなる。
【００３２】
　フィルタ装置１４は、フィルタ部２４の焼結不織布性フィルタ２４ｂが金属繊維で形成
されているため、フィルタ再生部２２の高周波電流で励磁されたワーキングコイル２０内
を通過する際、このワーキングコイル２０による磁束が透過する部位では、加熱部材とし
ての保持枠２４ａに加え、金属繊維の焼結不織布性フィルタ２４ｂにも渦電流が流れて加
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熱部材として作用し、このときの抵抗成分によるジュール熱によって、短時間で高温（約
６００℃以上）に加熱される。このようにフィルタ部２４が、フィルタ再生部２２を通過
する際に、ワーキングコイル２０の磁束が通過する部分が連続的に誘導加熱されることに
より、フィルタ装置１４内にトラップされた排出微粒子（大部分を可燃性粒子が占める）
は短時間で燃焼し、これにより、フィルタ装置１４が再生される。ワーキングコイル２０
は、高温に誘導加熱されたフィルタ部２４の外周部に近接した状態で配置されているが、
支持枠１８を形成するセラミック材料の耐熱性により保護される。
【００３３】
　このように形成された排ガス浄化装置１０は、微粒子を捕捉する微粒子捕捉部１６と、
捕捉した微粒子を誘導加熱により燃焼させてフィルタ装置１４を再生するフィルタ再生部
２２とを排ガスＧ１，Ｇ２の流れ方向に沿って併置し、フィルタ再生部２２を通過すると
きにフィルタ装置１４を誘導加熱して再生することができるため、フィルタ装置１４の大
型化しても、フィルタ再生部２２の軸方向長さを長くする必要はなく、ワーキングコイル
２０およびこのワーキングコイル２０を支える支持枠１８の小型化を実現することができ
る。
【００３４】
　また、フィルタ再生部２２に対してフィルタ装置１４を移動する可動フレーム３０が、
伸縮継手３６を介して支持枠１８および外気側排気管６に接続されることにより、排気系
の配管に接続した状態のまま、温度が低下する前に効率よく誘導加熱し、再生することが
できる。特に、支持枠１８およびワーキングコイル２０をフィルタ装置１４の外周部に近
接配置することにより、誘導加熱時の漏れ磁束を少なくして、効率よく誘導加熱すること
ができる。ワーキングコイル２０は、支持枠１８を形成するセラミック材料の耐熱性によ
り、このときに発生する熱から確実に保護される。
【００３５】
　この排ガス浄化装置１０の微粒子捕捉部１６に対し、支持枠１８と、この支持枠１８に
巻回された誘導加熱用ワーキングコイル２０と、フィルタ装置１４の延長部２６を保持す
ると共にケーシング１２の軸方向に沿ってこのフィルタ装置１４を移動する可動フレーム
３０とは、捕捉した微粒子を燃焼させるためのフィルタ再生装置を形成する。このフィル
タ再生装置は、このワーキングコイル２０を通過するときにフィルタ装置１４を誘導加熱
して再生することができるため、特に軸方向に長い大型のフィルタ装置１４を用いる場合
であっても、ワーキングコイル２０および支持枠１８を大型化する必要がなく、コンパク
トかつ耐久性のあるフィルタ再生装置を形成することができる。
【００３６】
　なお、上述の実施形態では、可動フレーム３０のガイドレール３２をガイド部３４に対
して移動させているが、これとは逆に、ガイドレール３２をケーシング１２に対して固定
し、このガイドレール３２上をフランジ２８およびこれに連結される伸縮継手３６のフラ
ンジ部３７とを移動できるようにしてもよい。この場合には、ガイドレール３２を外気側
排気管６の近部まで延設する。ガスの漏洩を防止することができるものであれば、伸縮継
手３６は、上述のようなベロー管状構造に限らず、例えば入れ子状に形成したものであっ
てもよい。
【００３７】
　また、フィルタ装置１４のフィルタ部２４は、上述のように金属繊維からなる焼結不織
布製フィルタ２４ｂを用いる場合には、この焼結不織布製フィルタ２４ｂが加熱部材とし
ても機能するため、保持枠２４ａを省略し、あるいは、ロッド状構造等のより軽量構造に
形成することも可能である。一方、このような焼結不織布製フィルタ２４ｂに代えて、例
えばセラミック連続繊維の短繊維層とブランケット状繊維層とを積層したセラミック繊維
フィルタ等の種々のフィルタを用いることも可能である。このようなセラミック繊維のフ
ィルタを用いた場合には、上述のような保持枠２４ａを加熱部材として用いることが好ま
しい。
【産業上の利用可能性】
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【００３８】
　本発明について、特定の実施形態について記載し、説明してきたが、当該分野における
技術者であれば、上述の本発明の原理の範囲内で種々の変形あるいは変更が可能なことは
明らかである。例えば、上述の排ガス浄化装置は、フィルタ装置１４の大型化と、ワーキ
ングコイル２０およびこのワーキングコイルを支える支持枠１８の小型化とが同時に実現
されるため、特に船舶に搭載するのに好適であるが、船舶以外にも、陸上の工場、車両（
特に大型車両）等にも適用可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】
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